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窒素ガス(N2)、炭酸ガス(CO2)のワイン醸造工程への利用 
Nitrogen / Co2 gas for anti-oxidize wine making 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

不活性ガスのワイン醸造工程への利用に関しては、きた産業にご照会ください。 

 醗酵後の利用方法も「貯蔵タンク
の窒素による置換」、「窒素ガスを

使う樽からのラッキング」、「びん充填

時」など幅広い。 

 「窒素ガスジェネレーター」、「ガス混
合機」、「ストーン」（液中に各種ガ

スを吹き込んで溶かす、または窒素

ガスをバブリングして溶存酸素を低

減）も有用な機器。 

 不活性ガスのワイン醸造への利用は「21 世紀技術」。
 今世紀に入って、世界中の多くの先進ワイナリーが検
討しはじめた。 

 イナートガスは、特にスキンコンタクトを行うブドウに有効。 
 「甲州」のキャラクターを引き出す上でも有望な技術ではないか。

 窒素・炭酸ガスの「使い分け」や
「混合比率」も検討課題。 

 搾汁やポンピングに限らず、醗酵までの工程全般で酸
化防止を検討する余地がある。 

 たとえば破砕を不活性ガス環境下でおこなうことも。 


